
事業主の皆様へ

本年は、応募者の適性・能力に基づく差別のない公正な採用選考が行われるよう、文部科学省、
厚生労働省及び全国高等学校長協会の協議により「全国高等学校統一応募書類」が制定されてから
50年となる節目の年です。
企業の皆様におかれては、特に就職差別につながるおそれのある下記の事項について、
絶対に情報を収集することのないよう留意し、公正な採用選考への取り組みをお願いします。

本人に責任のない事項

その他の事項

本来自由であるべき事項

①本籍・出生地に関すること
②家族に関すること（職業、続柄、健康、地位、学歴、収入、資産など）
③住宅状況に関すること（間取り、部屋数、住宅の種類、近隣の施設など）
④生活環境・家庭環境等に関すること

①身元調査などの実施
②全国高等学校統一応募用紙等にない事項を含んだ応募用紙の使用
③特に必要な場合を除く、採用選考時の健康診断の実施

①本パンフレットの内容についての問い合わせ先
　群馬県産業経済部労働政策課
　TEL 0 2 7 − 2 2 6 − 3 4 0 2
②公正採用選考の指導・監督機関の連絡先
　群馬労働局職業安定部職業安定課
　TEL 0 2 7 − 2 1 0 − 5 0 0 7

①宗教に関すること
②支持政党に関すること
③人生観・生活信条などに関すること
④尊敬する人物に関すること

⑤思想に関すること
⑥労働組合・学生運動など社会運動に関すること
⑦購読新聞・雑誌・愛読書などに関すること



採用選考時に注意すること
　企業などで従業員を採用するにあたっては、応募書類の提出時や採用面接の時
など、多くの場面で就職差別に当たる事例が起こる可能性があります。

・申込用紙に「本籍」や「自宅周辺の略図」、「家族構成」、「家族の職業」、「購読新聞」や「尊

敬する人物」などの欄はありませんか？

・添付書類として戸籍謄本や住民票などを提出させていませんか？

↓

　これらはすべて、就職差別につながります。もし、社用紙にこうした欄がある場合は、記載

欄を削除するか、全国高等学校統一応募用紙等の使用に切り替えるなどし、戸籍謄本や住民票

などは提出を求めないようにしてください。

・「あなたの家の家業は何ですか」、「あなたの家は一戸建てですか」などの家族や資産に関する

質問をしていませんか？

・「将来、どんな人になりたいと思いますか」、「あなたの愛読書は何ですか」などの思想や信条

に関する質問をしていませんか？

↓

　面接の流れの中で面接官が何気なく質問したことでも、結果的に就職差別につながるおそれ

があります。面接前に質問内容を決めておくなどし、このようなことがないようにしてください。

・採用前の段階で、必要性の低い「健康診断」を一律に、慣例的に実施していませんか？

・本人の生活環境や家族の状況等について、身元調査などを実施していませんか？

↓

　健康診断は、職務を遂行するうえで不可欠な能力を確認するのに必要な検査内容のもののみ

とし、その必要性についても十分に応募者に対して説明してください。

　身元調査についても、「本人に責任のない事項」等の情報収集を行うことになるため、実施し

ないようにしてください。

チェックのポイントその１

チェックのポイントその２

チェックのポイントその３

「応募用紙と添付書類」

「面接時の質問」

「健康診断・身元調査」

　独自の応募社用紙や面接の時の質問内容など、普段から何気なく行っているこ
とが、知らず知らずのうちに人権侵害になってしまっていることもあります。
下記を参考に、改めて見直してみましょう！

上記のほか、採用選考時のチェックポイントについては、厚生労働省のホームページをご参照ください。

検索公正採用　チェックポイント


